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大正～昭和初期の博物館建築

競技設計資料について (その 2)
A Report of Research about the Design Drawing Competitions

of A Museum Architecture in Taisho period and
Early Showa Period : Part?

山本 哲 也

YAMAMOTO Tetsuya

l.は じめに

大正～昭和初期 (戦前)段 階で、博物館施設の競技設計が行われ、その図案集が散見される

ことは既に紹介してきたところである
(1)。
しかしその後、その他の博物館建築の競技設計が

新たに確認された。と言ってもそれは、単独の図案集という形ではなく、『建築雑誌』誌上に

掲載されたものである。具体的には徳川美術館と、朝鮮総督府始政 25周年記念博物館の 2件

である。本稿では特に後者についてその内容の紹介を行い、当該期の博物館建築事情の確認、

補強を行いたい。

2.朝 鮮総督府始政 25周年記念博物館の競技設計

(1)『建築雑誌』での結果報告

朝鮮総督府始政25周年記念博物館の競技設計結

果が 『建築雑誌』に報告された。昭和 11年 (1936)

の5月号、即ち第50韓第 612号
(2)においてのこと

である (写真 1)。

現在の韓国に当たり、その意味では外国の建築事

情ということになるが、当時は日本の統治下に置か

れ、その状況下で設計図案の募集が行われたわけで

ある。つまり、広い意味で日本国の博物館建築競技

設計ということになり、応募者全員の名前はわから

ないが、同年 1月号 (第608号)(3)の「時報」に掲

載された当選者の名前からは、日本人ばかりとなっ

ている。

応募総数88通あったとのことで、当選者は以下

の通りである

1等 矢 野 要 (朝鮮総督府会計課技手)

艇

鑢

欝

写真1『 建築雑誌』第50輯第612号
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2等  阿 部庄吉 (准員)・り|1畑整理 (正員)・五十嵐保太郎
・高崎孝吉 (東京電燈会社)

3等 1席  守 屋俊明 ・渋谷襄二 (朝鮮総督府技手)

3等 2席  小 林武夫 (正員)・堀 武 雄 (准員)(大 林組住宅部)

佳作 角 田吉章 (千葉県)。泰井 武 (東京市)。中村典資平建築事務所 (東京市)

平林金吾 (正員)(東 京市)。大澤 浩 (准員)(東 京市)・

宮田荘七郎 (正員)(京 都府嘱託)

正員 ・准員という記述のある者が存在するが、建築学会の 『建築雑誌』であり、その正員 (正

会員)で あるか准員 (準会員)で あるかを示したものと思われる。

なお、賞金は 1等が 5,000円、 2等 が 3,000円、 3等 が金 1,500円、佳作が 200円であつた。

また、朝鮮総督府関係者の応募もあるが、東京市、千葉県、京都府など、本来の日本国内から

の応募が多数となっている。

(2)募 集規程

当選者などの基本情報は以上の通りであるが、審査評や具体的な作品を見る前に、募集規程

を確認しておきたい。即ち、結果発表の前年、昭和 10年の 『建築雑誌』10月号 (第604号)(4)

に掲載された同規程から、掻い摘んで確かめておく。

20か条にわたる条文と、18か条の 「設計心得」、そして2か 条の付記で構成され、第 1条の

「朝鮮総督府ハ本規程二依り始政 25周年記念博物館ノ建築図案ヲ募集ス」により始まる。

第 2条 では、当選等級を示し、それぞれに賞金が贈呈されることを明らかにしている。第 3

条では、昭和 10年 12月 10日正午を締切として朝鮮総督府会計課宛で提出すること、第 4条

では配置図、各階平面図、立面図、断面図、主要部詳細図、透視図、説明書の提出を、それぞ

れの縮尺の規程とともに定めている。そして第 5条 は図面及び書類の作製方法であり、たとえ

ばメートル法の採用なども含め 8項 にわたつて記載されている。また、他の条文では提出や審

査に関してのことなどが記載されている。

なお、第 8条 には次の 12人の審査員が記されている。

審査委員長 政 務総監 今 井田清徳

審査委員

同

同

同

同

同

同

同

幹事

同

同

伊東 忠 太

渡邊豊日子

加藤敬三郎

武田 五 一

内田 祥 三

山田 三 良

有賀 光 豊

佐野 利 器

巌  昌 焚

児島 高 信

笹  慶 一
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次の 「設計心得」では、博物館の構造や意匠などの規程 となり、その具体的内容が時代性を

醸すこととなる。

まず、1で建築敷地が約 50,000ゴであることを明らかにし、2で は敷地が平坦とすることを、

そして3で は美術館と科学館との収蔵内容を示す。即ち、美術館は 「絵画、書籍、彫刻、応用

美術、考古学的資料、建築資料等」とし、科学館は 「主トシテ理工学、動物学、博物学、天文

学等」とする。

そして、4の規程は最も注目すべきものである。即ち 「建築様式ハ四囲ノ環境二適応セシメ

東洋趣味ヲ加味セシム」とある。つまり、帝冠様式の採用を暗に謳っているのであり、ここは

注意すべき点であろう。つまり、「日本式」とは言わず 「東洋式」とするが、意図として帝冠

様式であることが理解され、結果に反映されたものと認められるのである。

また、5で 「採光二留意シ特二美術館二於テ重視ス」や、7で 「将来ノ拡築ヲ考慮スルコト」、

10で 「貴賓室ヲ設クルコト」など建築構造の詳細を述べ、14では 「建物構造ハ耐火、耐震ノ

構造トシ建築材料ハ己ムヲ得サルモノ タゝト本邦産ヲ用フヘシ」とある。

その後付記において、詳細は朝鮮総督府官報を参照すべきことが書かれている。

以上のような規程のもと、競技設計が行われたわけである。

(3)佐 野利器による審査評

結果が掲載された 『建築雑誌』第612号には、まず佐野利器による審査評が 1頁分を使って

掲載されている。その後は、当選作の図案が5頁 にわたり示される構成となる。

その審査評では、まず、時間的な制約から応募が少なかったことを述べ、しかし、多ければ

いいというものではなく、2、300応募があってもその半分位は審査の対象足り得ないことを

突いて、今回の応募はいずれも力作であったと述べている。応募作すべてが公表されたわけで

はないが、数が少ない場合に使われる常套手段のようにも思われる。

応募作の建築様式は、およそ帝冠様式ということになるであろう、その規程もあったからと

思われるが、「殆ど皆人々の狙ひ所が一致し」、「朝鮮式若くは之に似寄つたやうなものであつた」

としている。そして 「強ひて分けるならば朝鮮式に基いたもの、日本式に基いたもの、或は是

等に支那式を加味したもの等がその大体であつたと言ひ得よう。」とする。

その後、それぞれの当選作についてその講評を述べているが、それについてはひとまず措い

て、最後に紹介された審査委員による 「講演」について、触れておきたい。

それは、審査会における各委員の視点 (意見)が 記されたものと思われ、佐野利器は 「建築

学の進歩Jと 題して当時の最新の工学、一般の進歩の状況を説くものであったという。内田祥

三は 「火災の実験」、武田五一は 「法隆寺修繕に就いて」とあり、今回の審査との関係がやや

不明なところもなくはないものである。伊東忠太は 「所感」として、「現代日本の建築は科学

的には非常な進歩を遂げて居るが、芸術的には未だ之を称賛し得べき域に達しない」と述べら

れたとのことである。
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(4)当 選結果

さて、各当選者の作品についてであるが、設計者による説明はなく、図示のみである。そこ

で、佐野によるそれぞれの講評とともにそれぞれを確認していくこととする。

まず 1等の矢野要の作 (第1～ 3図)に ついて、講評では 「壁体の処理は大体簡粗なもので

あつたが、其屋根、軒周はり等に於て朝鮮の味はひを十分に発揮することとが出来たものであ

つた。環境と対応する点に付ては誠に申分のない作と思ふ。」と評している。そして 「極めて

穏健な優秀な作」としている。ありきたりの評と言えばそれまでかもしれないが、今
一つ 1等

当選の決定打が読み取れないものである。

なお、2等以下が全て透視図のみであるのに対し、 1等 のみ透視図のほか、配置図、平面図

潮

第1図 1等 透視図

第 2図  1等 配置図
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饉●‐_1==11,tili===:===l卜:::        干I=::|:ヨ

1

■|‐階|1牢|1面■麟

|■■■||■‐||‐|‐■|||■■|■|■■■■|||||||‐|‐|‐|1彎|1墜|||■
‐11111彎|■|■|

第3図 1等 平面図

も示されているが、 1等 故に特別扱いされているのは当然のことと言えよう。規程に則り、正

面に美術館、横に科学館が配置されている様子がよくわかるものとなっている。

2等の阿部庄吉 ・川畑整理 ・五十嵐保太郎 ・高崎孝吉 (東京電燈会社)の 作 (第4図 )は 、

1等当選作の評のやや穏やかな表現に対し、ある意味明快に優秀作であることが述べられてい

¬
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る。即ち 「内地に建つものであつたら確に1等であつたらうとも思はれる程立派なもの」と言

うのである。そして、「日本の神社の形式に基いて、之を近代化したと云ふやうな味はひのも

ので、落付きもあり、生気もあり誠に傑作と称すべきもの」と絶賛の言葉を並べる。しかし2

等の理由として、「其環境と対応する点に付ては 1等 に譲る」としているのである。

3等 1席の守屋俊明 ・渋谷襄二 (朝鮮総督府技手)の 作 (第5図 )は 、 1等 当選者と似た様

式のもので、朝鮮の建築を余程考究したと見ていると評されるが、その 「1等から見ると相当

の差があった」とも述べている。

3等 2席 の小林武夫 ・堀 武雄 (大林組住宅部)の 作 (第6図 )は 、「日本の古来の式に基い

たものと見るべきで、名作ではあつたが、朝鮮味はひが薄かった」と評す。また、「屋根、棟

等の処理に付て思はしからざる点が指摘されたこと」力`明かされている。

選外佳作は6件 である (第7～ 12図 )。一つ一つの講評は記されておらず、「何れも東洋趣

第4図  2等 透視図

第5図  3等 1席透視図

第6図  3等 2席透視図
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第 7図  佳 作 1

第8図  佳 作 2

第 9図  佳 作 3

第 10図 佳 作 4
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味の豊なものであつた」とする。その中で、大澤浩の作 (第11図)に ついては 「非常に注目

すべきもの」とし、それは 「雄大な豪気な、さうして品格があり、余程新し味のあるものであ

つた。」と述べる。しかし、「惜しいかな、其環境並建物の性質上の疑間に依つて等外に置かれ

たJこ とも明かされているのである。

(5)競 技設計から施工への動き

さて、これらの当選作を見て容易に気づくのは、概ね帝冠様式になっているということであ

る。規程でその帝冠様式たる雰囲気を思わせる条文があったことは確認したが、実際に透視図

を見ることで、よりその競技設計の性格が明らかとなる。帝冠様式というと、物議を醸した東

京帝室博物館の競技設計が思い起こされる。ほかにも京都美術館なども帝冠様式であり、そう

いった事例が参考にされたのではないかという予想も立つが、それらと比較してみても、明確

にどれとどれが相似するという例は意外と示し得ない。したがって応募者それぞれで検討され

たものと理解するところである。

昭和 10年というと帝冠様式がある程度定着してきた頃と思われ、いろいろな参考事例があっ

た中での設計であったため、募集から応募まで短期間であったが、相応になし得たと考えるの

である。

ところで、この競技設計に当選した人物を確認していくと、あまりその名が建築史上に現れ

ない名前が多い中で、その後ある程度の知名度を保った人物もいる。例えば平林金吾は、大正

から昭和初期において大阪府庁舎や名古屋市役所本庁舎の設計について、ともに競技設計で 1

第 11図  住 作 5

第 12図 佳 作 6
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等 となって建設されるに至っている。そういった各人物の建築設計史 (競技設計応募史)を 確

認するのも、それなりの意義があるのかもしれない。その意味でも、競技設計の結果の詳細は

確認 してお くべき事項 と考えるところである。

さて、当選作決定後はいよいよ施工 (建築)、開館へとの動きということになる。『博物館研

究』誌上でも話題となっており、その辺りの様子について同誌から確認してみたい。

最初に朝鮮総督府始政 25周年記念の博物館計画のことが記事として掲載されるのは、昭和

9年 (1934)、第 7巻第 6号 のことである
(5)。
「朝鮮の三大博物館建設案」の題で「博物館ニュー

ス」に掲載されている。しかしこの時はまだ始政 25周年の事には触れられず、「異常の躍進を

遂げつ あゝる産業朝鮮」に、農林、鉱業、警察の三博物館建設計画があることを伝えている。

これが上記記念事業であることは、翌第 7巻第 7号 で 「明年総督政治十五周年を迎える総督府

が、記念事業として」三博物館の建設を計画していることを 「既報」として報じることで理解

され、「農業鉱業は寧ろ
一つにしてこれに水産を加へ」るべきことも報じている

(6)。

翌年、昭和 10年になり、第 8巻 第 1号では 「朝鮮の綜合大博物館」のタイトルでさらに詳

細が述べられる
(7)。
財務局で査定の結果、総予算 100万円に決定 (うち建設費は87万 円)。

鉄筋コンクリート三階建、建設地が倭城台の総督官邸付近の予定であることが報じられた。第

8巻第 9号 においては、「朝鮮綜合博物館計画拡大Jとして当初の 130万円(数字に離齢がある)

が総額 200万円となり、予定の考古美術館 ・科学博物館のほかに当時存在した総督府博物館を

朝鮮資源館として改築することが報告されている
(8)。
計画拡大が念頭に置かれたため、設計

図案募集がその決定を待ってのことになったと予想するところである。続く第 8巻 第 10号で

は、一般からの寄付申込みが殺到し、9月 11日現在で 74万円集まっていることが報じられた。

当初予算が 100万円で、その後 130万円という離齢のある数字となったものの、いずれにして

も200万円に増額となったのも領ける状況だったことがわかる。なお、ここで設計が一般から

募集することも報じられている
(9)。

その後もさらに報じられ、第 8巻 第 12号では 11月 19日に地鎮祭が行われたことを報告
(1°
。

翌年の第 9巻第 2号 で競技設計の当選発表がなされている
(1つ
。

着工はさらに翌年の昭和 12年のこととなり、若干時間を置いてその後の経過が報じられる。

つまり、第 10巻第 4号 で近く着工に至ること、大野政務総監を委員長とする建設委員会が結

成されること、当選設計案の設計変更も当該年度内に完成することが報告されている
(1の
。そ

して昭和 13年の第 11巻第 6号 では進捗状況が報告され、美術館が当年 9月 で落成、総督府博

物館 (移築)、科学館は秋までに着工するとあり、建設順がわかる内容となっている
(1°
。

しかしその後、この博物館に関する記述は見られなくなる。というのも、途中中断されたと

いうのである。全京秀は 「大東亜共栄圏政策による帝国領上の拡大で新しく編入された地域と

軍事目的に資金が優先された」と指摘する。いずれにしても、この朝鮮総督府始政 25周年記

念博物館計画は頓挫したのであった。もちろん、その中断の事実を報じることはなく、その必

要も当時においてはなかったのであろう。
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3.も う一つの競技設計―徳川美術館

『建築雑誌』には、博物館建築の競技設計についてもう一つ、徳川美術館の募集規定
(l「Dlと

結果が掲載されている。昭和 6年 (1931)に競技が行われ、翌昭和 7年の公表である。詳細は

『建築雑誌』誌上に譲り、ここでは概略のみ記しておきたい。

『建築雑誌』には、第45輯第 550号で募集規定
(1°、第46輯第553号で当選者発表

(r)、翌第

46輯第554号で当選作を示している
(1°。

応募総数は183件、延着で不採択 4件、審査総数 179件で、 1等 ・佐野時平、2等 ・小野武

夫、3等 1席 。岸田日出刀、3等 2席 ・吉岡永吉、そして佳作が長砂松三郎、雪野元吉、原田

恒三郎、宮崎光二郎、桂井幸治となっている。

特記すべきこととして、募集規定には 「本建築様式ハ四囲ノ環境二調和スベキ事」とあるの

みであるが、結果として帝冠様式の入選作が多いということである。時代性を表す例と言える

のかもしれず、注意しておくべき事実である。

4.お わりに

筆者は、大正～昭和初期 (戦前)と いう時代に、博物館 ・美術館建築の競技設計がそれ相応

に行われていることを知って以来、その実態を追究しているところである。今回は、現在の日

本国内ではないものの、当時としては準日本国という立場の中で博物館建築の競技設計が行わ

れていたことが半J明したわけである。

さて、これまでに大正から昭和初期 (戦前)に 行われた博物館施設の競技設計で、筆者が確

認したのは、以下の8例が上げられる。

大正4年 (1915) 明 治神宮宝物殿

大正 7年 (1918) 聖 徳記念絵画館

大正 9年 (1920) 大 阪市立美術館

大正 15年 (1926)ガ 規ヽ模の美術館

昭和 5年 (1930) 京 都美術館

昭和 6年 (1931) 東 京帝室博物館

昭和 6年 (1931) 徳 川美術館

昭和 10年 (1935)朝 鮮総督府施政25周年記念博物館

この時代には、意外と多くの競技設計がなされており、当時の競技設計の図案集がなぜか盛

んに出されているという事実は、その時代を考える上でも興味深く、今後さらに考える余地を

残していると思っているところである。その意味で、図案集という形では残らず、ややもする

と見落とされがちな学会誌上での公表という例を見出し、紹介することにはそれ相応の意義が

あると考えた次第である。

今後もこういった事例を探りつつ、大正から昭和初期 (戦前)の 博物館建築事情を明らかに

して行きたいと考えている。種々ご教示を賜れば幸いである。
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国学者の業績展示と社会的意義

一昭和初期における荷田春満遺墨展を中心に
一

Exhibition and its social signincance Of scholar of

National Learning(Kokugaku)results
“
Focusing on exhibitions of KADA… no‐Azumamaro held

in the Early Showa Era"

渡邊 卓

WATANABE Takashi

はじめに

博物館や資料館では特定の人物を取り上げ、その学問的業績や偉業を展示公開、また学問そ

のものをテーマとして展示が行われる場合がある。このような展示は、多くの機関で時代を問

わず開催されており、対象とされる人物や学問も様々である。対象となる人物によつては、そ

の業績を顕彰するために資料館や記念館が創建され展示活動が行われている。昨年、國學院大

學伝統文化リサーチセンター資料館でも、企画展 「国学
一日本のこころをみつめる学問―」

が開催され
①
、国学をテーマに展示が行われた。この企画展のねらいは、近世におこったとさ

れる 「国学」から近代人文学へと展開する過程に焦点を絞り、その学問展開を展示によってし

めすことであつた。この展示では、國學院大學所蔵の各コレクションを中心に、国学者たちの

研究業績や遺墨などが公開された。過去の偉人たちの業績を展示する活動は、その人物をどの

ように評価するかに直結している。そのため、人物の伝記研究を踏まえた上で、展示品に学問

的意味を見いだすことが必要となってこよう。国学者に限定して考えてみても、その学問は研

究対象や研究分野、人物関係からのアプローチが必要であり、多角的に人物の学問を評価せね

ばなるまい。

国学者としては賀茂真淵
②や本居宣長

③に記念館があり、人物に関する資料の保存と調査及

び研究が行われ、その成果の公開がはかられている。「国学の始祖」に位置づけられる荷田春

満
①の場合は、記念館はないものの京都伏見に春満 (東丸)を 祭神とした東丸神社が建立され

ている。折しも、國學院大學の創立 120周年記念事業として 『新編荷田春満全集』
⑤の刊行が

行われ、それに伴い東丸神社所蔵資料の調査 ・整理が行われた。それら資料の中に、荷田春満

に関する展覧会の記録が含まれていた。本稿では、その資料を基に荷田春満に関する展示の意

義を検討し、国学者の偉業展示について考察してみたい。

1.荷 田春満遺墨展覧会

東丸神社所蔵資料のうち、春満の展示に関するものは以下のものが確認された
°
。
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I 遺 墨集展覧会書類綴 (案内発送 ・展覧 目録 ・芳名簿等)

昭和 3年 6月～昭和 7年 4月 〈E-4-1-16)

Ⅱ 荷 田春満並門人遺墨集 (展覧会記録井資料翻刻綴)

昭和 3年 7月 2日 〈E-4-115)

Ⅲ 荷 田春満大人遺墨展観目録

昭和 11年 8月 8日 (E-4-1-21)

これらのうちIには、その書名が示すとおり展覧会に関する書類関係が一括で綴じられている。

Iには展覧会の記録が5回分収められている。

昭和 3年 7月 1日 。2日 午 前 8時から午後4時

場所 :伏見稲荷神社拝殿南東丸神社社務所

昭和 4年 5月 15日 ・16日 時 間不明

場所 :京都市外伏見稲荷府社東丸神社社務所

昭和 6年 4月 4日 ・5日 時 間不明

場所 :伏見稲荷府社東丸神社社務所

昭和 6年 10月 24日 。25日 午 前 9時～午後4時

場所 :東丸神社々務所及荷田家旧書院 (伏見稲荷神社境内拝殿南)

昭和 7年 4月 23日 ・24日 。25日 午 前 9時 (23日8時 )～ 午後4時

場所 :府社東丸神社々務所及荷田家旧宅書院 (京都市伏見稲荷境内拝殿南)

このうち昭和 3年 の展覧会は、「祭神東丸大人並門弟遺墨展覧会」と銘打ってあり、関連の書

類には①案内状発送控え (罫紙使用)②案内状 (ガリ版刷)③京都史蹟会例会案内状 (ガリ版刷)

④案内状添付の展観目録 (ガリ版刷)⑤ 来観者芳名録 (罫紙使用)⑥ 展観目録 (ガリ版刷)⑦

陳列品追加 (ガリ版帰1)③展示計画見取図 (手書き2枚)⑨不参加通知の書簡類が綴られている。

これらは時系列で並んでいるため、展覧会の準備段階から当日までの様子を窺うことが出来る。

まず①には京都府内の尋常小学校、中学校職員、高等学校職員、大学職員、神社、個人など

約 220箇所の送付先が控えてあり、展覧会の規模や主催者側が求めていた来場者層がわかろ

う。案内状の送付先が学校と神社が中心であるのは、やはり展覧会の趣旨として、学問と神道

に重きが置かれていたことを意味しよう。荷田春満は、国学の始祖に位置づけられる性格から、

東丸神社は学問の神としても知られている。これら控えの最後には、「史蹟会員 百 五十三名。」

「紀伊郡小学校 十 四枚。」ともあり、案内状は具体的な名前を控えている数以上に送付され

たと考えられる。また、控えてある個人名の中には、頭書で 「持行」とされているものもあり、

直接、手渡されたものもあるようである。

さて、その案内状 (②)は ガリ版刷の葉書で送付されている。

謹啓

初夏ノ候愈々御清祥奉賀候

陳者来七月二日ハ当社祭神国学ノ鼻祖

荷田東丸大人易貴ノ日ニツキ此ノ日ヲトシ

テ大人歿後未嘗テ公開セル事ナキ遺墨
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ノ展覧会ヲ開催仕ルベク候条御来観被下度

此段御案内申上候

羽倉信真

七月一日二日午前八時ヨリ午後四時マデ

場所 伏 見稲荷神社拝殿南

東丸神社社務所

差出人の羽倉信真とは、荷田春満の子孫にあたり、当時東丸神社の社司をしていた人物である。

そもそも、この展覧会は「七月二日ハ当社祭神国学ノ鼻祖荷田東丸大人易貴ノ日」とあることから、

東丸の命日に合わせての開催であった。案内状には史蹟会員宛の手書きの控えも残されている。

例会御案内

◎日時 七 月三日午后二時ヨリ (晴雨不論)

◎会場 稲 荷神社々務所 (貴賓殿拝観)

◎講話 同 社宮司 高 山昇殿

◎東丸神社参参拝、遺墨拝観

七月二日ハ東丸大人易貴ノ日二当り同社二於テ

祭典執行セラレ未ダ嘗テ公開セラレザル遺墨ヲ

展観セラルニ付特二本会ノタメ三日モ展観セラル

コトトナリタリ

◎茶菓

京都史蹟会幹事

昭和三年六月

京都史蹟会とは京都の歴史研究団体であり、この例会と展覧会を併せて開催していることや、

先の案内状控えにあったように史蹟会員 153名に送付 している点からも、この団体とのつなが

りが推察される。このような京都の歴史研究団体と結びついていることは、この展覧会が一般

者に向けての資料公開のみならず、専門家にも開かれた展示であったとみることもできよう。

また、特に地元研究者に資料公開することは、地域貢献ともいえよう。

2.展 示品と展示設計

昭和 3年 7月 の展覧会では、案内状添付の展観目録など (④⑥⑦)に よると、開催当日は

92点 の列品があったようである。展示品には春満の遺墨を中心として春満の親族や門人など

周辺人物の資料も含まれている。それらは日記、書簡、詠草、短冊などが多数を占めており、

春満の著作類の数は多くはない。著作としては 『和書真偽考』『霊祭斎詞』ぐらいである。し

たがって、この時の展示テーマは、学問的業績よりも荷田春満の人物形成やそこから派生した

人物関係を重視したものと推測できる。あるいは、先人たちの遺墨を並べることで書画として

芸術性を示したとも考えられる。春満の学業を展示によってしめすのであれば、やはり著作が

中心になるはずである。そのためこの展覧会の展示品をながめると、春満の人となりを公開し

ようと考えていたようである。
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この時の展覧会の展示品と関連する資料がある。それはⅡの荷田春満並門人遺墨集 (展覧会

記録井資料翻刻綴)で ある。これは、この時の展示品をすべて翻刻して、日次を付し1冊 に装

丁したものである。罫紙に丁寧に墨書されているため、配布の目的ではなく展示の記録、ある

いは展示準備に用いられたものと考えられる。この資料により、展示内容を確認することがで

きるほか、展示の流れも見ることができる。

展示の流れを知る上でより重要なのは③の見取図であろう。今日では、当時の建物を確認す

ることは不可能であるが、この見取図からは大まかな展示品の位置関係と動線が確認できる。

また、第一室と第二室の二部屋に分かれて展示が行われていたことや、上下とあることからも、

縦横の展示関係までも確認できる。この資料によると、第一室には荷田春満と一族の資料の展

示が行われており、第二室では、門人や他の国学者の資料が展示されていたことが一目瞭然で

ある。これによって、当日の展覧会全体のテーマ性や動線などを把握するに大いに役立ったこ

とであろう。

RI

3.第 2回 以降の展覧会

遺墨集展覧会書類綴に収録される昭和 3年 7月 の資料から、荷田春満展示会の様子を探って

きたが、続く資料群からも荷田春満関連の展覧会の様子をみていきたい。昭和 4年 5月 の案内

状には

謹啓

初夏ノ候愈々御清祥奉賀候

陳ハ来ル十五日、十六日両日当社務所二於ァ

第二回荷田春満井羽倉可亭 (荷田

良信)遺 墨展覧会開催可仕候間

御来観被下度此段御案内申上候

五月五日

京都市タト伏見稲荷

府社東丸神社々務所

とあり、「第二回」とあることから先の昭和 3年 の展覧会が第 1回 の展覧会であったことがわ

かる。第一回は春満の命日に合わせての開催であったが第 2回 は違っている。この開催日の変

更は、展覧会が慣例化したことを意味しよう。案内状送付控えによると送付先と送付数は以下

のようである。

:
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神社 46

各学校その他 37

院友 38

山字敬者 11
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小学校 (市内 84 紀 伊郡 14)98

知己その他 75

史蹟会 153

昭和三一年献詠 17

新聞社 (書状略伝)7

稲荷役員敬親会 91

府 (学務課社寺課)2

昭和四年献詠 29

昨年に於ける来観者 85  追 加 4

全体では693通であり、第一回目よりも多くなっている。内訳を見ると第一回目同様に教育機

関と神社、京都史蹟会が大半をしめる。また、「知己」などのように東丸神社と関係深い方々

にも案内状が送付されている。「院友」などもそうした一つであろう。院友とは國學院大學の

同窓生のことであり、東丸神社社司の羽倉信真は國學院大學の出身である。新聞社や府に対し

ても案内状を送付 しており、広く展覧会の開催を知らしめようとしている。また、案内状は第
一回の展観者へも送付しており、再来を促している。

展示内容をみてみると、案内状の文面から明らかなように、第 2回 は春満のみを前面に出し

ては居らず、羽倉可亭の展示を併せて行っている。羽倉可亭
⑦とは、荷田家の末裔にあたり伏

見稲荷祠官であったが、文政 5年 (1822)24歳 のときに職を辞し、漫遊の後に象刻書画となっ

た人物である。第 2回 の展覧会目録 (ガリ版刷)に よると、展示会場は第 1回 目同様に2室有り、

第一室に羽倉可亭関連の書画、印、陶器などが、第二室の殆どは荷田春満の遺墨が展示されて

いる。また、第 2回 の展示関係の資料には、展示計画の見取図が無いため、どのような方法で

展示を行ったかは定かではない。列品数は可亭関連が 23点 、春満関連が 22点 であり、第 1回

目の列品数と比べると規模が縮小されている。しかし、注目すべきは春満の遺墨に 「稿本」と

いう展示項目が設けられ、詠草類の他に著作類が展示されていることである。国学 (倭学)に

よる学校倉1設を幕府に請願した啓文として有名な 『創倭学校啓草稿』や、春満の学問の中核を

なしていた 『万葉集』などの注釈書も展示され、稿本の総数は22点 のうち半数の 11点 に及ぶ。

これは、前回の展示テーマが人物関係に重点をおいたものであったとするならば、今回は春満

の学績にも焦′点を当てたものとなる。同時に展示されている可亭の作品も、いわば業績を展示

しているのであり、その点では展示テーマは一貫している。

翌年の昭和 5年 の展覧会の記録は残されていない。もしかすると昭和 5年 は未開催であった

かもしれない。しかし、昭和 6年 の記録は残されており、この年は2回 開催されている。初回

は4月 4日 ・5日 に 「祭神荷田東丸大人遺墨展観」として開催されている。この会の案内状に

関する資料も残っていないため、どのように広報活動が行われたかは不明である。しかし、そ

の展示目録 (ガリ版昂1)に は30点の遺墨がみえ、

展示は 5つ 領域から成 り立っていたようである。

展示構成は、付属する展示計画見取図からも明ら

かであり、社務所内で壁、ふすま、床、台を上手

く使用して展示を行っている。この 5つ の領域に

は、それぞれ展示テーマなどは明記されていない

が、展示品をみれば何を主張したいかが理解でき

る。たとえば、最初は 「東丸大人神像」から展示
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が始まっている。春満の肖像画から展示が開始されるのは、今回が初めてである。この領域に

は、続いて 『創倭学校啓』『門人約契姓名録』『稲荷社奥私々停』『霊祭斎詞戒詞』が展示され、

これらは学問 ・門人 ・稲荷 ・神道のように、春満を語る上で重要なキーワードと結びつくもの

である。次の領域には、春満の父親や子息、門人の賀茂真淵といった周辺の人物の書と、春満

が著した 『偽類衆三代格考』『出雲風土記考』などが展示される。この二つは、幕府の命令で

和書の真偽を検めたときにできた書物であり、春満と幕府との関係を表している。したがって、

この領域は春満の周辺関係を展示している。次の領域は、春満などの詠草類であり芸術性を窺

わせる。また次の領域は、春満の著作を中心に列品し学績を展示している。和書の真偽を検め

た 『和書真偽考』もここで展示されており、その他には春満の研究書や草稿、門人の詠草を添

削したものである。そして 「国学四大人像」で展示は締めくくられている。最後の領域のテー

マは国学の樹立であり、春満が後に国学の四大家の 1番 目に位置づけられたことへ繋げられて

いる。また、この展示では、書物の他に、春満の学統表と荷田家略譜が掲示されており、春満

の経歴についてより分かり易い展示を目指していたことがわかる。この展示から、展示方法や

テーマ性が強く意識されはじめたといえよう。

次の展覧会は、10月 24日 。25日に開催されている。これまでの展覧会は社務所のみであっ

たが、今回から荷田家旧書院でも開催とある。荷田家旧書院は、大正 11年 3月 に国の史跡に

指定されている建物であるため、建物内部も一般公開することで展覧会はより格調高いものと

なったであろう。列品数は目録によると52点であり、同年の前回と重複する展示物も多いこ

とから、前回を補強した内容といえる。案内状に関しては、一般などには約 150通が東丸神社

社司の羽倉信真によって送られている。しかし、これに加え送り主が荷田会という団体からの

案内状もあったようであり、会員や献詠者など約 70名に対して展覧会の案内がなされていた

のである。展覧会を主催する新たな組織が誕生したことは、これまでの荷田春満遺墨の展覧会

とは大きく異なることであり、荷田春満の偉業を称える団体の登場により、展覧会にも十分な

準備をして臨めたに違いない。この次の展覧会は翌年4月 に開催されるが、やはり東丸神社か

らと荷田会からの案内状が存在している。一般向けの会期は昭和 7年 4月 24日 ・25日の午前

9時～午後 4時 であるが、荷田会会員は23日の午前 8時～午後 4時 まで先に公開されており

優遇されている。この4月 の展示では、第一室として社務所において40点の展示が、第二室

として荷田家旧宅書院において39点が展示されている。社務所では春満の業績が中心であり、

著作類が多く展示されている。
一方、荷田家旧宅書院では明治天皇の食器類、稲荷関連史料、

荷田春満の周辺人物の詠草などが展示されている。明治天皇に関する展示は、明治 16年 (1883)

に春満に正四位が贈られたのを記念して東丸神社を建立する際に、明治天皇より50円下賜さ

れていることに起因しよう。

4.荷 田全集の刊行と荷田会

このように、荷田春満の業績を遺墨によって公開する活動は、昭和 3年から7年 まで継続し

て行われており、その学績はより多くに知られるところとなった。しかし、この展示活動時期

は、『荷田全集』刊行の時期と重なっていることを指摘せねばなるまい。当時の官幣大社稲荷
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神社編により 『荷田全集』(吉川弘文館)全 7巻が昭和 3年～7年 にかけて刊行されている
③。

この刊行期間は、展覧会の開催時期と重なるものであり、これら展覧会は全集刊行に伴う調査

成果をもとに企画され公開したと考えられるのである。こういった展覧会を案内状まで送付し

て行うためには、しっかりした企画力が無ければならないであろう。展覧会を大々的に行うた

めには、展示品の吟味も必要であり、案内状の送付先の吟味も必要である。そこで 『荷田全集』

刊行が契機となり、展覧会が行われたのではなかろうか。したがって、展覧会に付随した展示

目録や翻刻、解題の類は 『荷田全集』刊行に伴う調査成果であり、そのため展覧会を行うまで

には十分に遺墨や書物の調査が進められていたものと考えられる。

また、調査が進められることで荷田春満関連資料の価値が評価され、さらに研究の必要性が

生まれたり、保存管理を行う必要が出てきたりしたのである。資料が展示および出版によって

公にされることで、春満の業績が顕彰されることとなったのである。そのような状況で、成立

したのが、先に案内状を送付していた荷田会である。荷田会は、展示活動を行っていく期間に

成立した。言い換えれば、『荷田全集』の刊行途中に成立した組織である。

荷田会に関する資料は、「尊皇愛国 荷 田会設立の趣意」(E-4-117)と して東丸神社に残っ

ている。その一部分を引用する。

誠に大人の高徳たるや、其の論其の学は後輩の研鑽に日も足らず、遺墨遺著また倉に充ち光

彩以て範を垂る。

祀りては学徳の守護となり崇めては皇国の神たり。願くは大徳を世俗に頒ち、社殿の拡築を

賛助し、其旧趾の保存をなすと共に、未だ公開せざりし遺墨遺著の展観を行ひ、また祭祀祈

祷の誠を全たからしめ。以て後学子弟の守護神、尊皇愛国の先覚者たる高恩に報ゐん為め、

力に多数の発起賛助を得て荷田会を創立し、大人の意志を顕彰伝道せんと希ふ。

このように、春満の業績を高く評価し、春満を顕彰せんがために荷田会は発足したとある。そ

の活動の一つとして展示は重要な位置を占めていた。この 「荷田会設立の趣意」の裏面には、

全 10條の 「荷国会々則」が掲載されており、展示に関して触れている。

第一條 本 会は荷田会と称し事務所を京都市伏見稲荷府社東丸神社々務所内に置く

第二條 本 会は荷田東丸大人の学徳を伝へ世道人心を益し皇国の精華を発揚するを目的とす

第三條 本 会は前條の目的を達成せんが為めに左の事業を行ふ

一、東丸神社々殿拡築賛助及祭典

二、東丸大人旧宅 (史蹟指定)の 保存

三、大人の遺墨遺著並荷田家古文書の展観及研究

四、和歌会、講演会

五、学徒子弟及崇敬者の推奨

六、其他必要なる事業 (以下省略)

春満の学徳を広めるために行われた事業の一つに 「大人の遺墨遺著並荷田家古文書の展観及研

究」があるのである。荷田会は東丸神社の活動としてもみることが可能であろう。荷田春満の

業績の顕彰活動とは、御祭神として東丸神社に祀ることの他に、学問的に評価し公開する活動

が組織だって行われていたのである。
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国学者の業績展示と社会的意義

(1)企画展 「国学 一日本のこころをみつめる学問―」平成 23年 9月 1日～10月 13日 國 學院大學

伝統文化リサーチセンター資料館

(2)賀茂真淵 元 禄 10年―明和 6年 (1697-1769)。賀茂真淵記念館の所在地は静岡県浜松市。

(3)本居宣長 享 保 15年
一享和元年 (1730-1801)。本居宣長記念館の所在地は三重県松阪市。

(4)荷田春満 寛 文 9年一元文元年 (1669-1736)。

(5)『新編荷田春満全集』全 12巻 (平成 15年～22年、おうふう)。

(6)東丸神社所蔵資料については、研究費補助金 基 盤研究 (B(2))研究成果報告書 『近世国学の

展開と荷田春満の史料的研究』(平成 19年 3月、國學院大學)に 拠る。なお引用の ( )目 録番号

をあらわす。

(7)羽倉可亭 寛 政 11年一明治20年 (17991887)。名は良信、字は子文、号は可亭。

(8)『荷田全集』荷田春満の著作すべてを網羅したものではなかった。また昭和 19年に、再び稲荷

神社によって 『荷田春満全集』全 19巻 (六合書院刊)が 企画されたが、うち第4～ 6巻 ・10巻の

4巻分を出版したまま、当時の時代状況の影響を受け刊行が中止されている。

-20-



日本文化にみる資料保存意識

Cultural properties preservation in Japanese culture.

落合 知 子

OCHIAI Tomoko

はじめに

今日に受け継がれてきた我が国の文化財は、先人の知恵とも言える保存意識によつて伝世さ

れてきたものが多い。海外と比較すると、日本の文化財は脆弱な資料が多く、今日まで保存さ

れたことは国内外から高く評価されている。本稿は、博物館関連の資料保存に焦点を当てて、

日本に於ける資料保存の意識と実践について考察を試み、現代博物館の収蔵庫の要件に繋げて

いくものである。

1.煙 と日本人

我が国は時代とともに煙との共存生活が少なくなり、都会から離れた地方においても家々か

ら煙が立ち上る原風景を目にすることが無いのが現状である。ほんの少し前の日本は、田畑に

も、茅葺の民家にも、道端の祠にも煙が存在し、煙とともに暮らすのが常であった。このよう

な煙との共存によつて、煙による保存意識も自然と培われてきたと言えるのである。以下、資

料保存に関連する煙について考察を試みる。

1-1 線 香と仏像

高度成長期の日本は博物館界も建設ラッシユを迎え、多くの博物館が建設された。それに伴っ

て資料収集も盛んに行われ、特に歴史系博物館では仏像も主たる収集資料の対象となった。し

かし、近代的設備の整った博物館に収集された仏像が、当時は真剣に、信仰から切り離された

祟りではないかとさえ言われたほど、次々に虫害を受けて損壊していく事態が生じたのである。

庶民の信仰の対象であった仏像は、それまで長きに亘り人々によって手向けられた線香の煙に

よって昼夜燻され続け、虫に喰われることはなかったのであるが、博物館に収蔵され、人々の

信仰から離れ、煙と無縁になったことにより虫害が始まったのであった。

初期の仏像は樟の一木彫が主流であったことから、この時代の仏像には線香は必要とされな

かった。それは、防虫剤である樟脳は樟の根から抽出した原料を使用するため、樟の本で作ら

れた仏像はそれ自体が虫を寄せ付けない木材であるが故に、煙に頼る必要はなかったのである。

しかし、この一木彫の最大の欠点である干割れを解消するために、先人たちは一木彫から寄木

造りへとその技法を変えていった。樹種も樟から杉へと移行することになったが、寄木造りに

なって千害1れは解消されたものの、今度は虫害という大きな問題が生じることとなる。その後、

虫害対策として線香が手向けられるようになった仏像は、昼夜を問わずその煙によって燻され、

- 2 1 -



日本文化にみる資料保存意識

虫の喰害から守られてきたのであった。博

物館での線香の使用は消防法により禁止さ

れていることは言うまでもなく、線香から

切り離された仏像は悉く被害を受ける結果

となったのである。

線香は杉の葉を膠で固めたもので、樟の

木までの効果は望めないものの、防虫効果

の高い樹種であることから、その煙は必然

と虫が嫌うものであったことを先人は熟知

していたのである。

線香によって保存された剥製標本の事例として、1996年に発見されたニホンオオカミのフ

ラットスキンが挙げられる。ニホンオオカミは 1905(明治 38)年 の捕獲を最後に絶滅したが、

それまで日本人とは密接な関係を保って共存した動物であった。上野動物園でも一時飼育され

ていた時代もあったが、それから間もなく絶滅種になるとは予想しなかったこともあり、その

写真さえも残っていない。我が国には国立科学博物館、東京大学農学部、和歌山県立自然博物

館、海外ではオランダ国立自然史博物館と大英博物館に景l製が残るのみで、それらは貴重な一

次資料となっている。1996年に秩父の民家で発見されたオオカミのフラットスキンは、鑑定

の結果ニホンオオカミであることが確認され、2002年に埼玉県秩父宮三峯博物館で企画展が

開催された。長い期間民家に放置されていたにも拘わらず、非常に保存状態が良好な資料であ

り、現在当該博物館に収蔵されている。ご先祖様から代々大切なものとして受け継がれ、それ

故仏壇の上に保管していたということであった。仏壇に保管したことで絶えず線香の煙に燻さ

れ続け、虫害から守られてきたのである。

l… 2 日 本の茅葺家屋

日本の家屋には煙突がないのが一般的であるが、日本人は故意に煙突を必要としなかったの

である。これは煙突を作ることによって、煙が室内から素早く排出されることを避けるための、

計算された設計であったと言える。つまり、昔の日本家屋の屋根は茅葺きや藁葺きが主流であ

り、これらの材質は非常に虫害を受け易かったのである。竃や囲炉裏から立ち上る煙を床を這

い、壁を伝い、天丼の茅の一本一本の隙間を通過して上空に昇らせるには煙突は不要であった。

古い家屋内の本材がタールによって黒光りしているのは、長年の煙によるもので、その煙の成

分が茅や木材をコーティングして、防菌や防虫に優れた効果を発揮したのである。モースの『日

本その日その日』
①には 「低い葺き屋根の家々が暗く、煙っぽく見え、殆どすべての藁葺家根

から、まるで家が火事ででもあるかのように、煙が立ち登る」と記されており、これは煙によ

る防虫意識までは論じていないものの、日本家屋から立ち登る煙の勢いが見てとれるのである。

この煙の防虫効果によって、日本家屋の屋根はおよそ30年 は葺替えを必要とせずに維持す

ることが可能であった。このような煙による古民家の保存方法は、原地保存された指定文化財

や、野タト博物館に移築復元された民家保存にも活かされている。いずれの場合も火を用いた保

日本オオカミの本剥製
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存方法は、大きなリスクを伴うことは言う

までもないが、民家の中に
一歩踏み込むと、

煙によつて目を指す痛みを体感するほど民

家の囲炉裏には火が焚かれている。つまり、

古民家の保存は煙による方法 しか無いと

いっても過言ではなく、日本人の知恵が今

も受け継がれている伝統的保存方法の
一つ

であるcし かし、人が住まない文化財や現

代の生活では囲炉裏の効果が発揮 されず

に、その耐久年数が極端に減少している事

例も見られるようになった。このようなこ

とから、火気を使用せずに煙による燻蒸を行うシステムが開発されて、青森県三内丸山遺跡や

岐阜県白川郷、長野県森将軍塚古墳館等に設置されている。

1-3 船 喰虫と船たで

船喰虫とは、フナクイムシ科 (Teredinidae)に属する二枚貝類の総称である。貝殻は 1セ

ンチにも満たない一部分にすぎないが、体は貝殻から細長く伸びて、 1メ
ー トルほどに成長す

る。貝殻の前半部はヤスリ状になつており、船底に穴を掘ってセルロ
ースを消化しながら進み、

その結果喰害された穴から浸水し、船体に亀裂が生じて沈没さえ引き起こすほどの威力を有し、

昔から船乗りにとつては重大な問題としてその退治方法が種々考えられてきた。

古墳時代の船は船底に猛毒である水銀朱を塗ることによって、船喰虫を寄せ付けない方法が

取られたが、水銀朱は高価であるために、次第に大型化した千石船には利用することができな

くなった。そこで考えられた方法が、船を陸揚げして船底を杉の葉で燃やして燻し、乾燥させ

ることであった。これは 「焚船」、「船たで」と呼称され、漁師の縁起担ぎとしても行われ、冬

の風物詩でもあった。潮の干潮を利用して船を海から引き上げ、船底をたでる場所は 「焚場」

と呼ばれ、長い航海によって痛んだ船体を修理する場所でもあった。輌の港は瀬戸内の中央に

位置し、千満の差が大きいという地理的条件や、船大工も多く、船の修理には最適の土地であっ

た。輌の焚場は幅 100間 と記録され、文化

文政の頃には大型船が何隻も焚場に入るほ

どであり、現在も焚場という地名が残って

いる。また、神戸海洋博物館には船たで場

のジオラマが展示されている。

さらに、18世紀になると船底に銅板を

張る方法が発明された。銅が酸化して緑青

と呼ばれる青錆が発生し、この緑青から亜

酸化銅が海水に溶け出して、その毒性から

船喰虫の付着を防いだものである。

南木曽脇本陣奥谷の囲炉裏

船たで (束都三ッ股の固)
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